










　佐呂間の学生、若い世代の声が聴きたい。高校生に会いに行こう！と、
12 月８日に佐呂間高校２学年の皆さんと、「高校生の思う佐呂間町がこ
うなったらいいな、こんなことしたらいいのにな」をテーマに、議会懇
談会を行いました。高校生との懇談会は始めての試みでしたが、高校生
からの多種多様な意見が飛び交い、まとめる時間がたりないほどでした。
　議員がうなるアイディアもあり、高校生の生の声を聴けたことが、今
後の議会活動にも参考になるものでした。これからもこうした機会を設
け、幅広い世代の声を町政に反映するべく活動していきます。
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　Ａ班では、佐呂間高校卒業後、進学する生徒を対
象とした「佐呂間高等学校卒業生修学応援補助金条
例」の大学と短期大学・専門学校では補助金の額が
異なることから、短期大学・専門学校も同額の補助
を望む意見が出されました。生徒によって進路はこ
となり、多様であることから、補助額に差をつけず、
一律にすることが公平な修学支援につながり、佐呂
間高校の生徒数維持も期待できるのではないかなど
の意見がありました。
　そのほか、子ども達が集まれる場所や遊具のある
公園があるといい、街灯の少ない地区があるため街
灯を増やしてほしいなどの意見が出されました。

　Ｂ班はふれあいバスの利便性向上について意見が
出されました。バスの運行時間と公共施設の利用時
間をあわせることや、北見市へ運行する町外線の増
便、休日の運行といった提案がありました。提案を
実現するためには需要が必要と考え、利用者を増や
すために、ふれあいバスのことを防災無線でＰＲす
るなど対策・方法についても話し合いました。
　また、ミュージックフェスティバルの復活、ボラ
ンティア活動の機会を増やす、少年団活動の充実な
どについても意見が出されましたが、今のままが佐
呂間らしくていい、という意見もありました。

　お祭りの露店が少なく寂しい。かぼちゃ祭り・パ
レードを復活してほしい。御神輿を担ぎたい。Ｃ班
はイベントや祭りの復活・活性化が話題にあがりま
した。まちのＰＲとしても町民の楽しみとしても、
なくなってしまった行事等の復活は重要と考え、復
活のために高校生や中学生もボランティアとして運
営協力することで人員を確保できるのではないか、
などが話し合われました。
　そのほか、ＳＮＳを使って高校や町のＰＲをす
る、モモちゃんをＶＴｕｂｅｒとして配信する、空
き店舗を活用してカフェや若者が集まれる場所をつ
くる、パーマ市への留学期間を長くするなどの意見
が出されました。

　勉強をする場所、若者が集まれる場所を確保する
ことが話題となったＤ班では、定休・休館日が同じ
さろま～ると図書館で休みをずらしてはどうか、カ
フェやパン屋など店舗誘致を行うなどの意見が出さ
れました。また、サロマ湖に水上アスレチックを作
ることで若者が遊べる場所にも、観光地にもなると
いうまちの特色を活かした提案もあり、そのために
サロマ湖の水を今よりも綺麗にするなどの話し合い
がされました。
　そのほか、保育所児童と関われる機会などの異世
代交流、町道の拡幅、見通しの悪い場所にカーブミ
ラーを設置するなどの意見が出されました。

　12 月 24 日、懇談会を担当する議会活性化特別
委員会の髙橋委員長（副議長）と佐藤議長が、今回
の懇談会について町長、副町長、教育長へ報告しま
した。今、佐呂間の高校生はまちのことや高校生活
についてどう考えているのか、何を思っているのか、
何が必要かをしっかりと伝えました。



【編　集】　 議会広報特別委員会
委 員 長　髙橋　紀久　　　副委員長　住田　広樹
委　　員　渡辺　一馬　　　委　　員　髙橋　広明  
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【編集後記】　はじめておこなった高校生との議会懇談会では、柔軟な発想力で多くのア

イディアが出され、さろまの高校生のパワーを感じることができました。これからも、

学生や若者が自分達でも意見を言う事ができる、まちを動かす提案ができることを知っ

てもらえるよう、一緒にふるさとを考えていく機会を沢山作りたいと思います。

今回は、新任議員の２名に議会議
員になって、わかったこと、思っ
たことなどや今後の抱負をはなし
てもらいました。

　町議会議員になり、３ヵ月が過ぎました。何もかもが初
めてで、戸惑うことばかりです。定例・臨時議会、各種の
委員会に出席して、毎日、勉強している最中です。
　先日、高校生との議会懇談会を行い、生徒の皆さんが佐
呂間町の将来について、考えているんだなと感心しました。
こうしたらもっと楽しく暮らせるまちづくりができるので
はないかなどの意見を聞くことができました。
　私達が一つでも実現できるように、一町民、一議員とし
て努力していかなければならないことを痛感しました。今
後は地域に多く足をはこび、町民の皆さんと共に、見て、
聞いて、学ぶことを大切に活動していきたいと思います。
　どこかでお会いしたら、いつでも声をかけていただき、
勉強させてください。よろしくお願いします。

　佐呂間町がこんな風になったらいい！これは、どう
なっているんだろう？こんな事したい！など、小学生か
ら大人まで沢山の町民の皆さんの声が、今まで以上に伝
わってきます。この声を町に伝えていくのが私たち議員
の重要な仕事ですので、ますます気が引き締まります。
　議会での一般質問では、町民の関心が高まっている「太
陽光パネルについての町の見解」について聞き、今の町
の現状、町長の考えを聞くことができました。
　私たちには町に対して「気にはなっているけど、聞け
ない」と思っていることがあるのではないでしょうか。
私はそうでした。ですがこれからは、わからないことは
どんどん聞いていこう！だって、自分の住んでいる町な
んですから！と思っております。


